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2012年4月～2013年12月
崩壊土砂対応型ハイジュールネット
（高エネルギー吸収型土砂防止柵）の開発

2007年3月～2009年1月
ハイジュールネット
（高エネルギー吸収型落石防止柵）の開発

昨今の地球温暖化の影響で各地で集中豪雨
が発生し、土砂災害が多発していることから
崩壊土砂捕捉用防護柵が必要

従来に比べて大きな落石事故がしばしば
発生しており、それに対応する防護柵が求
められている。



スイス国のスイス連邦研究所自然災害部
（ＷＳＬ）で、認証された
ＰＦＥＩＦＥＲ／ＩＳＯＦＥＲ社の技術

日本国内の地形に合った仕様で開発（2007年）

• 斜面待ち受けタイプの高エネルギ－吸収柵の工法が日本市場に少ない

• ロックシェッドや落石防護壁に比べコストダウンが可能



落石エネルギー対応範囲

250kJ～3000kJ
制動距離

5.0m～12m

落石発生源から落下終端に至る斜面途中に設置する

落石防護工に分類され、一般の落石防止柵では対応

出来ない落石エネルギーを対象とした、高エネルギ
ー吸収型落石防止柵です。



最小２５０kＪから、最大３０００kＪまでの高エネルギーを吸収
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残存係数
斜面の土質、岩質、凹凸
勾配、落石の形状によって異なる





落石

3　保持ケーブルに荷重が作用し、
ブレーキエレメントが引っ張られる。
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大きな荷重が働く
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1　ケーブルネットに衝突する。 2　上部下部ケーブルが延び始める。
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落石捕捉時にはブレーキエレメントが伸び
ることでエネルギーを吸収する。



吸収エネルギー（kJ）型 式 有効柵高（Ｈ） ケーブルネットの寸法

300x300x(9/10)      ＨＪＮ－２５０ ２５０ ３～４ｍ

５００ ３～５ｍＨＪＮ－５００

ＨＪＮ－１０００

ＨＪＮ－２０００

ＨＪＮ－３０００

200x200x(9/10)      

１０００ ３～６ｍ

150x150x(9/10)      １５００ ３～６ｍ

140x140x(10/12)      

２０００ ４～７ｍ

３０００ ４～７ｍ

対象エネルギー毎に6種類の型式を設定しているので経済的

ＨＪＮ－１５００



自然に優しい工法

樹木の伐採も最小限にとどめ、現状
を変えることなく設置する事が出来、
周辺環境と同化します。

設置場所の地形も地質も制限をうけ
ることなく設置が可能です。



優れた施工性

一度落石を受けても、現地にて簡易な補修で機能を回復します。

部材が軽量なため、急傾斜地での施工性に優れています。

3.2tの重錘を32mの
高さから落下

重錘を捕捉
切断したネット
を補修

補修したネットで
再度捕捉

修復性能の高さ







崩壊土砂用ハイジュールネット
発生した崩壊土砂を

捕捉かつ停止させる工法

崩壊土砂対策



多発する土砂災害に対応するため、ハイジュールネット（型式ＨＪＮ）
の高エネルギー吸収システムを応用して、崩壊土砂対応型ハイジュール
ネット（型式ＨＪＤ）を開発しました。



審査では、ハイジュールネットの開発会社であるイソフェール社が、
本システムを応用して開発した崩壊土砂用防止柵の実証実験結果で、
衝撃力２００ｋＮ／㎡の土砂捕捉性能が確認されたことも考慮し、
以下の評価が得られた。

（１）衝撃力２００ｋＮ／㎡までの、
崩壊土砂に対する捕捉性能が認められる。

（２）支柱間隔５～８ｍ、有効柵高３～６ｍで、
所定の衝撃力を有する崩壊土砂を捕捉することが認められる。

（３）型式は、衝撃力が１００、１５０、２００ｋＮ／㎡の３タイプ。

（４）小規模な土石流に対しても対応できる。



型式

土砂の衝撃力
（KN/㎡）

有効柵高(ｍ)

ＨＪＤ－２００ＨＪＤ－１５０ＨＪＤ－１００

支柱

２００１５０１００

３～６３～６３～６

H175x175H150x150
H175x175H150x150

製品型式

主な検討項目は想定される崩壊土砂に対する、衝撃力・土砂量と
柵高・堆積土圧と支柱間隔、ワイヤー張力とアンカー長などです。

支柱間隔(ｍ) ５～６５～８５～８

ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄ形状 200x200x(9/10) 150x150x(9/10) 140x140x(10/12)



土砂の衝撃力 と崩壊土量 崩壊発生源
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